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スマート農機を用いた徳之島全域における受委託調整と情報有効活用によるさとう
きび産地形成

（有）南西サービス、徳之島さとうきび農作業受委託調整センター（協力農家）、徳之島
さとうきび新ジャンプ会、南西糖業(株)徳之島事業本部、鹿児島県大島支庁徳之島事
務所農業普及課

徳之島のさとうきび * 生産は、高齢化等による労力不足が要因で、生産基盤弱体化の循環構造と
なっている。これを解決するために営農支援システムを活用した効率的な受委託調整を徳之島全
域にわたる「徳之島さとうきび農作業受委託調整センター」を設立して開始したが、「適期作業
の実施」や「担い手の確保・育成」が課題となっている。　*以下，きびと表記

〇受委託調整1,400ha（R2実績 1,141ha）　〇受委託調整適期作業率85%（R2実績66%）
〇GNSSトラクタ作業 665ha（R2実績無し）   〇受委託調整センター売上105百万円以上（R2実績85百万円）
〇新ジャンプ会きび出荷量17,500ｔ（R2実績15,848ｔ）
〇徳之島全体の平均単収・生産量の改善　平均単収　5.149ｔ（過去5年実績4.904ｔ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産量  187,910ｔ（過去5年実績170,828ｔ）

（有）南西サービスほか（鹿児島県天城町ほか） 実証面積：1,400ha

実証課題名

構　成　員

①作業できる人を増やす仕組み
「きび農作業受委託調整センター協力農家 96名の活用」
「ＧＮＳＳトラクタの活用で熟練技術の継承」
②受委託を効率的に実施できる仕組み
・きび農作業受委託調整センター業務の体制強化
「受委託調整」「作業ニーズ早期把握」
「事務代行（受託受付、作業実施、作業料金支払」
「作業日誌」「ほ場位置情報他登録」
③適期作業を徹底実施する仕組み
「担い手農家（新ジャンプ会）との連携」
「受委託調整センターのデータ，情報利用」
スマート器機・技術で資源とデータを活かしてこれらの仕
組みを実現し､オール徳之島での受委託増と適期作業徹底を
実現することで徳之島の平均単収の向上に繋げたい。

背景・課題

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

露地野菜

▶実証代表 有限会社 南西サービス　松林　福光
南西サービス　松林　福光　(e-mail : f_matubayasi@nanseitg.co.jp)
南西糖業㈱　　永井　浩二　(e-mail : k_nagai@nanseitg.co.jp)

▶視察等の受入について問い合わせ先

★

徳之島天城町のさとうきび畑

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月
「見られる !」
ポイント

要素技術

①営農支援システムを用いた
　農作業受委託調整

②効率的受委託調整と適期作業による担い手
　農家の経営改善

③GNSS トラクタによるオペレータ
　の確保と精度の高い作業の実施

実証する技術体系の概要

①営農支援システムを用いた農作業受委託調整、②一元化情報と営農支援システムに基づく効率的受委託調
整と適期作業、③GNSSトラクタ導入によるオペレータの確保と精度の高い作業の実施
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センシングドローンとＧＰＳレベラーのシェアリングによるさつまいも産地におけ
る基腐病軽減技術の実証
鹿児島大学農学部、JAいぶすき野菜部会えいさつまいも専門部およびえい加工甘藷
部会、西之表市野菜部会協議会青果用さつまいも部会、JAいぶすき、JA種子屋久、(公
社)西之表市農業振興公社、農研機構植物防疫研究部門および九州沖縄農業研究セン
ター、鹿児島県農業開発総合センター、JA鹿児島県経済連、(株)南日本情報処理セン
ター、鹿児島くみあい食品(株)

〇収量・品質の向上については、基腐病発生前の水準に戻し、
　単収は、平成 30年度水準のえい：2.2t/10a、西之表：1.8t/10a を目指す。
〇実証の成果により、離農、耕作放棄によるさつまいもほ場の減少を防止し、
　産地面積を令和３年度実績のえい：252ha、西之表：325ha に堅持する。

JAいぶすき及び JA種子屋久管内生産者（鹿児島県南九州市、西之表市） 実証面積：5.34ha

実証課題名

構　成　員

背景・課題

目　　標

▶実証代表 鹿児島大学・農学部　准教授　神田　英司
（e-mail：kanda@agri.kagoshima-u.ac.jp）
JA鹿児島県経済連・野菜振興課　松枝　弘実
（e-mail：kei-2922@ks-ja.or.jp）☎099-258-5425

▶視察等の受入について
問い合わせ先

　鹿児島県で平成30年度にサツマイモ基腐病が初めて確認されて以降、令和３年度の鹿児島県全体での発病率は 74.5％
に達しており、実証によりサツマイモ基腐病軽減技術の普及を図り、サツマイモ基腐病発病前の産地収量に戻したい。

本実証プロジェクトにかける想い

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

要素技術

実証する技術体系の概要
①センシング用ドローンシェアリングによるほ場高低差調査、②ＧＰＳレベラーシェアリングによるほ場高
低差修正、③センシング用ドローンシェアリングによるサツマイモ基腐病リスク判定、④サツマイモ基腐病
リスク判定システムの精度向上

②GPSレベラーシェアリング
　によるほ場高低差修正

①センシング用ドローンシェア
　リングによるほ場高低差調査

③センシング用ドローンシェ
　アリングによるサツマイモ
　基腐病リスク判定

④サツマイモ基腐病リスク判定
　システムの精度向上

★ ★

　サツマイモ基腐病は鹿児島県で平成30年に確認されて以降、県内で急速に広がって
おり、青果用、加工用、でん粉用などに甚大な被害を与えている。
　ほ場内の標高が低いために明渠での排水が困難なほ場に対し、ＪＡおよび経済連が中
心となり管内生産者に対し、ドローン計測によるほ場高低差マップを作成する。ほ場高
低差の大きいほ場については、ほ場内滞留水の額縁明渠への排水が確実になるようほ場
整備後の標高マップを提案し、マップに基づくＧＰＳレベラーによるほ場整備を行うこ
とで基腐病被害を軽減する技術の実証を行う。
　さらに、発病株の現地ほ場での早期発見、早期抜き取り、早期防除を支援するため、
令和３年度に鹿児島県の事業でＪＡ鹿児島県経済連、鹿児島大学、（株）南日本情報処
理センターが共同で開発した、「センシングドローンによるサツマイモ基腐病リスク判
定システム」（LINE WORKS による関係者へのサツマイモ基腐病警報送信システム）
を現地ほ場で活用しつつ、リスク判定精度の改善を行う。

★

南九州市のサツマイモ実証ほ場
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品目  さとうきび




